


　 

２ 

西村 直久

聖光会グループ

医療法人聖仁会

医療法人光仁会

理事長 

医療法人聖仁会

西部総合病院

院 長 犬飼 敏彦

　新年、明けましておめでとうございます。皆様におかれましては、年末年始

をゆったりと過ごされましたでしょうか。

　さて、今年も昨年に引き続きパンデミックである ß コロナ禍”がしばらく尾

を引きそうであり、各部署におかれては院内感染防止対策への心掛けを宜しく

お願いいたします。

　ところでスポーツ観戦好きの私としては、今年こそは世の中の暗澹たるムードを払拭すべく、

スリム化であっても是非とも東京オリンピック・パラリンピックの開催を期待しています。

　一年の計は元旦にありと申しますが、今年の当院の3本の矢としまして、１）安心・安全な医療

提供を行うために感染防止対策の徹底に努めること、２）患者様と職員の満足向上を目指し患者

様には利用しやすい病院を職員には働きやすい職場環境を目指すこと、３）より良い医療の提供

のために病院経営の向上を目指すこと、をそれぞれ目標とさせていただきました。今年も暫くコ

ロナ禍の厳しい状況が続くものと思われますが、このような試練の時にこそ明るい未来への萌芽

が生じているような気がいたします。

　新年を迎えるにあたりコロナ感染症の早期終息と皆様のお幸せを祈念申し

上げます。本年も何卒よろしくお願い申し上げます。

　私なりに昨年を言葉で表すと「感染」と「革新」でありました。あらためて

感染症の恐ろしさと、マスクや消毒などの予防策の有効性に気づかされました。

　例年の年末年始は、インフルエンザウイルス感染症の流行で話題はもちきり

でしたが、今回は感染対策が功を奏し、いまだ影を潜めています。ここ数年の

インフルエンザによる死亡者数は約3500人で、関連死を含めると約１万人に

のぼります。ワクチンが存在するのにこの数値でしたので、マスクや密を避け

るなど自身でできる予防策の重要性を再認識させられました。

　一方で、感染を機に一気にICT（情報通信技術）が進み、テレワークをはじめオンライン会議な

どが当たり前になりました。遠方での会議はほぼwebとなり、移動に費やす時間や労力が軽減さ

れ、技術革新の凄さに驚かされました。聖光会グループでは16カ所の病院・診療所・介護事業所

などを運営しており、医療の質の向上と職員の研鑽を目的に毎年グループ学会を行っていますが、

多人数が集うことなくwebで安心して開催することができました。

　さて、今年はどんな年になるのでしょうか。当グループの2021年のスローガンは「Get back 

to normal ，Try new normal」を掲げました。大切な日常を取り戻し、新たな医療・介護サービ

スを試みていこうと思います。

　新型コロナウイルス感染症が一刻も早く終息に向かい、地域の皆様が健やかで穏やかに過ごせる

ことを心より願っております。

　本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

2021年新年にあたり

新年おめでとうございます
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　年末年始勤務された方々には、心から感謝申し上げます。

　昨年は新型コロナウイルスに翻弄されるなか、観察病床の立ち上げ、発熱外

来開始、健診センターでのインフルエンザ予防接種実施など次々と起こる課題

に職種の垣根を超え病院職員が一体となり取り組みました。連携、協働、共助、

この素晴らしい関係を一層強めて今年も直面するであろう色々な課題に病院職

員一丸となって乗り越えていきましょう。

　看護部教育委員会では新人教育に加え、2年目研修を新たに企画しました。2年目看護師の成長を

感じるとともに1段階上の知識・技術・看護観の習得を期待します。

　今年は丑年、「牛歩のごとく」一歩一歩確実に前に進んで行きましょう。

＊私の個人的な目標は「食べてすぐ寝ないこと」子供のころ、母親に食べてすぐ寝ると牛になるよと

　言われたのに最近すぐに眠くなるから健診結果が悪いのだと思うので・・・。

　２０２０年、看護部ではソーシャルディスタンスを保ち、感染対策に配慮

しながら各種教育研修を行いました。このような世界的に大変な時期だから

こそ、社会・世界情勢にも看護の視野を広げ、理解し、「人」としても「看護師」としても成長できる

社会性のある看護師の育成を目指しています。

　参加者は新人看護職員7名、2年目看護職員5名です。和気あいあいとお弁当を食べ

た後2年目看護師から、「部署の紹介と1年を振り返り後輩にアドバイスできること」

を発表してもらい、新人看護職員からの質問、悩みに応えてもらいました。

　2年目の看護師たちの発表や質問に答えている姿に成長を感じます。去年のラン

チョンの時に涙ぐんで「なかなか点滴がうまくならずに患者さんや先輩に迷惑を掛け

ています」と言っていた彼女が、まだまだと言いながら技術習得のコツや看護に向き

合う姿勢を示唆してくれました。悩んだり、辛い思いを抱えたりしながら成長してき

た様子が1年生に伝わり、真剣なそして和やかな会となりました。

新人看護職員ランチョンセミナー＋2年目看護職員フォローアップ 合同研修（7/5）

　リーダーシップ研修では、一年を

通じグループワークを実施し、リー

ダーとリーダーシップの違いを学び、

リーダーとしてどのような行動や心

構えが必要かを話し合ってきました。

発表会では看護部長をはじめ各部署

の師長も参加し、共に話し合うこと

で、目指すリーダー像を明確にする

ことができ、明日からの活力となる

発表会となりました。

　高齢者の食事をスムーズ

に進めるためには誤嚥など

の事故が起こらないよう、

食べ物を口に入れてから咀

嚼するまで適切な介助が重

要です。今回は当院リハビ

リテーション部の言語聴覚

士を講師に迎えて、嚥下、

食事介助についての研修を

行いました。

ケアワーカー研修（12/8）

新年明けましておめでとうございます

リーダーシップ研修（11/4・5）

看護部news












